
/Jヽ計 ⊇上9ё O 円
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才
            る議員連露会養として但し、■令和2年度小口急多摩線延伸を促達す

ヵi(年

'~月

逆近日i上記の金額笠に領肢い々 しました

罐鯵鎌麟を提進す
中 村

住 所

会 長

申央区中央 2



令和12年度

小田急多   を促進する議員連盟

【―書面1'審 議】



議 . 案

I議案第■号 令和元年度差劫報告にbtⅢて

議案第2号 令和元年度1又支報告及び会計監査報告に?いて

議案第 3号 '役員の改選 (案)について

議案第4号 令和 2年度活動計画 (業)について

議案第6号‐決講 :(案)に つ́しヽて

-16`



√
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月  日 活 動 内 容 備 考

4月 24日 第 1回役員会
・平成31年度総会(案)について

5月 22日

総 会 ,    I
。平成30年度活動報告にういて
。平事 3・ 0年度収支報告及び会計監査報告について
。役員の選任(案)にういて ―     _
・令和元年度活動計画(案)にっいて
・令和元年度収支予算(案)についそ     _
・決議(案)につぃて

【会 場】
愛川町文化会館

※町田市。相模原市の公表

した小甲急多癖線の延伸

に関する調査検討結果を

受けてて議員連盟の方針

を諮るためぃ臨時役員会

を開催した。

3月 5日

臨時役員会
。今後の活動方針について
,総会結果tiついて
。要望活動(案)についてi

10月 2i3.日 要望活動 (国土交通省関東運輸局(小日急電鉄)

要望活動 (東京都、神奈川県)

2月 4日

2月 10日

要望活動 (国土交通省)

第2回役員会    .
・令和元年度要望活動結果について
:・ 令和元年度収支報告 (案)たついて
・令和2年度活動計画 (案 )、  !
! 及び収支予算 (案)について
・令和2年度総会 (案)にうぃて |

議案第 1号

令和元年度 活動報告

比

-17-



■ 収
´
入

3差 引 !

収入済額

345,05ユ 円

i支
出済額 i

- 299,589円

残額 (繰越金 )

45, 462円

令和元年度 収支報告

議案第 2号

(単位 i円 )

(単位 :円 )

6し

予 算 額

(A)

収入芳額

(B)

増 減 1額

(B一 A)
摘  要

242,00‐ 0
2,000円 X129人

、厚ホ市議選・愛
'W町

選挙後 |ヽ

新たに加入した議員,名 を含む

2繰 越 金 87_,051

949 0 △ 949

計 330,00・ 0 345,051 ■5, 051

予 算 額

(A)二

支 出済額ト

,(B〉

増 減 額

(ATa)
摘  要

1事業推進費 272, 60F0

100,000
総会ゞ及び役員会

|

経費等|(会場声″り

30;995 緯 詔齢

2事 務テ費 △ 1, 989
総会で使用する

名札ケ‐ス代 |

3予 備 費 5, 000

計

「会議費 1事務費の
不足/ガゝは他の料目
~か
ら流用した

-18-



＼

会計監査報告書

本議員連盟の令和元年度収支決算にういて、出納簿、証拠書類等を

監査したところ、適正に執行されていると認めます。
イ

覧
争

1

1

f

i

r

小叩急多摩線錘伸を促進する議員連盟

監 査 森  繁 之

監 査 石 井 芳 隆

I

|

I

:

1

-19-



議案第 3号

役員の改選 (案)

新役員 現役員

,役 職 職 名 氏 名 職 名
.

氏 名

理 事 町田市議会議員 藤田  学 町田市議会議員
=遊
亭 ら々 丈

理 事 相模原市議会副議長 森 繁之 相模原市議会議員

理`事 相模原市議会議員 松永 千賀子 相模原市議会議員 小野   弘

監 査 本目模原十議会議員 小野 弘 相桟原市議会副議長

事務局 町田市議会議員 三遊亭
i らん束 町田市議会議員

-20-



役  職 職  名 氏  名
会 長 相模原市議会議員 中 村 昌 治

会長代行 町田市議会議員 長 村 敏 明

副会長 田丁ア田市議会議員 佐 藤 伸一郎

副会長 相模原市議会議員 大 沢 洋 子

副会長 厚木市議会議員 松 田 則 康

副会長 愛川町議会議長 馬 場   司
副会長 清川村議会議長 岩 澤 敏 雄

理 事 町田市議会議長 熊  沢  ネL  里

理 事 町田市議会議員 田 学

理 事 町田市議会議員 山 下 哲 也

理 事
f町
田市議会議員 佐 :藤 和

:彦

理 事 相模原市議会議長 石 ,IIi将 誠

森  繁 :之

松

岡 本 浩 三

理 事 i 相模原市議会副議長

理 事 相模原市議会議員

理 事 相模原市議会議員

理 事 厚木市議会議員 川 口  仁
理 事 厚木市議会議員 栗 山 香代子
理 事 厚木市議会議員ヽ 井 上 敏 夫

理 事 愛川町議会議員

会 計 _相模原市議会議員 酉 :家 克 己

監 1査 相模原市議会議員 小 野 弘

監 査 厚本市議会議員 石 井 芳 隆

事務局長 相模原市議会議員 渡 部 俊 明

事務局 町田市議会議員 らん丈

事務局 厚木市議会副議長 井 上   武
事務局 愛川町議会議員 井 出 己

事務局 清川村議会議員 藤 田 義 友

改選後の役員二覧 (案 )

-21-



議案第 4号 t

令和
i2年
度 活動計画 (案)

小田急多摩線延伸を促導する議員連盟会貝1に基づき、次の活動を行う。

※予算の都合が付く場合は研修会等を企画するさ、

実施時期 活動内容

4月 9口 (本 )

午後4時 00分から
第1回役員会

:総 会
【書面審議】

8.～ 10月 第2回復員会

8月 ～ 12月
要望活動

.′ (歯、都県、鉄道事業者)

3月 下旬 第3回役員会

小田急多摩線延伸を促進する議員連盟会貝J(抄 )

(事 業)         .:            ` 「

第3条         :       `1 111
1｀ 小田急多摩線延伸事業の促準導講Iヒ閂する悔響交換1導塘

を行
、
う。

2 自都県及び関係機関に対する積極的な芸翠活動を行う。 i  .
3 広報活動その他目的達成に必要な事業を行うも i

-22-



1収 入

令和 2年度 :収支予算 (案)

議案第 5号

(単位 :円 )

(単位上円)

科  目
本年度予算額

(A):

前年度予算額

(a)

増減額

(A一 B)

l 会  費｀ 242,000 2,000円 X1231人

2繰 越 金 △ 4ュ , 589

538 △ 41.1

計 292, 900「 a30, 00o △38, 09o

本年度予算額

:(A〉

前年度予算額
!(a〉

増減額

(AFa)
捕  要

1事業推進費・ 260,00o i△ 40,Ooo

190,000 総会、及び役員会|

経費等 |ヽ

200,oOo 要望活動費

25, 000 25, 000 0 事務用品費等

3予 備 費 7 000

計 292: 000 339,000

…23-



議案第 6号

決 議 (案 )

小田急タタ摩線の延伸は1広サ交通⌒ットワークの充実に資する:こ といもとよ

り、首都圏南西部における広以交流拠点の形
「
成のため極めて重要な役割を担う

ものであリギ′Jヽ田急線戸本田堅々らゝJR横浜線相模原層尺〔 JR相模線上溝駅ヾ

更には相模原市四名担区を経由し、愛川・厚本方面
^の
延伸が期待されている。

交通政策審議会答申第19心 号にお↓ヽては、本議員達盟の設立当初からの積

紘hと活動が美
｀
を結かヽ唐本田堅から上溝議ま奉あ荘伸につtⅢて、都

jい

部とら

ァiク 学ス利便〕l'生め向上が認あられ、担域の成長に応じた鉄道ネツトワ=ク
、の充

実に資する意義のみるプロジ■クトに選定きれており、実現に向
イォた大きなす

歩を踏み出すことがおきたと認識しているも               ´

愛川。厚木方面へめ軽伸に?いて、二溝駅までの整備の連子
′ノキを踏まえ、́検討

することが適当と、されているこ|そから,(。 まずは上溝駅までの整備 芦々実峰寿堺

させることが車要であるも             |    …
また、延伸あ意義と同時に収支採纂性等の課題が示:さ れたことから、新駅が

,

想定される町由市小山田周辺及び相模総合補給廠一部返還地などの沿線におい

て、需要あ創出に繋がるF汗弓寿を積極的に推準していく必要ヂある。
i

獲伸の早期実現に口け、町田市、1相模原市が中心となり、関係者
とともに検

フ
討め深度化が進められて_ヤ る`手とから、本議員連盟としても一日 早ヽ

い延伸の

実現に向.けて最大限あ支援を行うとともに、今後も引き続き、関係機関に積極

的に働 きかけ、るな ど、会員の総意 をもつて一九 とな り、 よリ
エ層強力な活動 をi

展開することを決意するものであoと         _   ●

以上、決議するょ

令和ウ年  ,月  日

小田急多摩線延伸を促進する議員導盟i

_… 24-



議案第6号 参考資料
(小日急電鉄

～
東京都、神奈川県)

小田急多摩線延伸の早期実現に関する要望書 (案 )

平素から、公共交通網の整備や地域の秦展につきまして!ま、格別の御高nを
賜り、心から,感謝申し上げまチ。

小田急多摩線の延伸は、広域交通ネィトワ■″の本実に資することはも!と よ
り、首都圏南西部における広域交流拠点の形成っため極めて重要な役割を担う
・ものであ

4、 小田急線唐木田駅からJR横浜線相模辱駅(丁 R相模操上溝駅(
更には相擦原市田名地区を経由し、愛川 お厚本方面への延伸が期待されてぉり
ます。            ′      ―

交通球策審議会答申第 198号 においては、本議員連盟の設立当初みらの積
.極的な活動が実を結び(唐木由駅から上溝駅まるの延仲にういて、都υb部 との
アクセス利便性の向上が認められ、地メ ,成長に応じた鉄道ネツトワ■夕あ充
実に資する意義のあるプコジェクトに選定されており、実現に向けた大きな一

歩を踏み出すことができたと認識してゃり
'ま
す。また、愛川・庫本方面への延

伸に?い てはヽ4溝駅まであ整備ら進捗々踏まえ検討することが適当ときれて
いることから、まずは上溝駅まその整備を着実に寿現さする手とが重要であり
ますと l        ‐        _       I
延位の意義と同時に示された収支揉算性等の課題を解決する.ため、町歯市、
相模原市が中心となりヽ に要望先】を初め生すゃ菌係者の普様とともた検討あ深
度化が進め|れておりますが、本議員連盟としても、

「
新駅かな定きれる町由市

小中田周辺及び相模総合補給廠一部返還地14どの延イ申線沿線においてⅢ需要の…

βJ出 に肇がる開発を雑進する′など、会賞あ総意をもって■丸となり、ょうす層
強力な取組を進めて参る所存でございます。  .        ■

つきまiしては、地域住民の切実なる願いを叶たるべく、唐木由駅から上溝駅、
そして愛川・厚木方面今のマ日も阜い延仲9実現に中け、特数の御車慮 ,御支●
援を賜りますようお願い申じ上げます。

令和 2年  1月   日

1小
田急多摩線延伸を得準する蒔旱連響

…25-

会長 中村 昌治



議業第6号 参考資料
(関東運輸局)

小田急多摩線延伸の早期実現に関サfる要望青 (案 )

「
辛素から、公未交通縞の整備や地プの発展につきましては、控別の御高配を

賜り、心から感謝申し上げますざ

小田急多摩線の延伸は、広以交通ネゾトワータの充実に:資することt革 も|よ

う、首響圏南甲部F■ |る広拶交瑯型点の形事,|あ獲Pて亭琴4年裂 坪々
う

もうであり、小苗急線唐本申雰からェR横浜線相模原駅〔JR相模線上溝雰、

更iと は相模原希由名地区を経由レ、1愛力|1憶木方面入のだ伸が期待、れており

ます。i          !         」・   .
養通抜策審議会蓉申第 198号 においては、本議員連重あ設立当初からの積

越的ナょ若動が宗を指ヴ、唐木田馬尺か,上溝駅まで
の廷件についてi都心郡との

テイ■スな1写性の口|が認,々れ,■押の成長特応
じた鉢道ネット7iTク 9声 |

雲塚霧豪岳写習!::索亀ご.:ご勇筆:上重写こ1与F彗4i憂掃
イ
:目乗与:書良森乏

伸いういて!■ 上溝堅暮
てヾの
幸備?洋 :′ノ手を踏まえ検討することが連当とされて

いる手とから` まずは工溝駅までp整にを着実に実現きせることが重要であり

ます。i         l‐

延伸の意義|と 同時:に示された収支採算性等の課題を解決するたo(町田市、

相模原市が中心となり、:関東運輸局を初め…とす
・る関係者?管誉|を もぃ検討の

深療化が進あられそおりますが、本議具導翠||て も、新雰ダ想窄■|´ T出
市rl山F口平みギ担辱吟合岬給廠●郡

握置普盈暮:警:弩4発 :選サFIF≡,εu出に繁がる,開楽を推洋す0 4 ⅢⅢ…

層強力な取組を進め:て参る所存でゞざいますも   |

:,こ二塁if畳         1盈 だず璽聾irF,写寄号験宿ョ塩郡 通
法ヴ事業ネキー4に ゃける黒字転換年数?緩和や補勁財源の確保などの支援を

講じていただ.き ますようや願い申して上げますどf     i  ●

令和 2年  月  日

小田急多摩線延仲を促進する議員連盟

1   会長 中村 昌治
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議案学6号 参考資料
(国土交通省)

小田急多摩線延伸の早期実現に関する要望書 (案 )

平素から、公共交通網の整備ゃ地域の発展につきましては、格別の御:高配を
賜り、心から感謝申し上げます。

小田急多摩線の延仲は(広域交通ネツトワエタの充実に資することはもとょ
リー首都圏南西部における広域交流拠点の形成9ため極めて重要な役割を担う
ものであり、小日魯線唐本田駅からJI横浜線本目模原駅、デR相模線上溝駅 (
更には相模原市田名:地区を経由し、愛チll:。 厚木方面本命廷仲が期待されており

ます。

交導政策警議会各申第 198号 におぃては、本議員連盟の設立当初からの積
極的な活動が実を結び(唐本田駅から■溝雰までfの延伸咋ついて、都どい部とめ
アクセス利便性の向上が認められ、地域の成長に応じた鉄道ネットフエクの充|

実に資する意義のあるプロジエクトに選定されており、.実現に向けた大きな一

歩を踏み出すことができたと認識してゃります。また、愛川・厚本方面本の延―

仲にっいてはt上溝駅までの整備の澄↓′ノ手を踏まえ検討する手とが適当ときれて
いることかちヽまずは上溝駅までの整備を着実に実現させるととが重要であり
!ま す。
「 「                      _

をイ申の意義と同時に示された収支採算性等の課題を解決するため、町由市、
相模原市が中Ⅲとなり、関係者とともぃ検討分深度化が進あられておりますが、
本議員連盟と.しても、新駅が想定される町出市小山田周辺及び相模総合補給廠
下部返遠地などの延伸線沿線においてそ需要の創出愕繋がる開発を推進するな
ど、会員の総意をもって‐丸となり、キη■層強力な寡組を進あ■参る所在子で

‐

ございます。     ́               :
つきましては、地域住民の切実なる願いを叶えるべく、唐本田駄から上溝駅(
そして愛川 ご厚木方面入ヮ‐日も早い延伸の実現に向け、都市鉄道等利使増進

法の事業スキー4に おける黒字転換年数の緩不口や補助財源の確イ呆′ょどめ支援を
講じていただきますようお願い申し上げますと            |

小日急多療線延仲を促進する議員連盟

会長 中村 畠治

令和 2年  月  日
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小田急多摩線延伸を促進する議員連盟
―会貝J

(名 称) ~
第 1.条
・
との
1会

は、「小田急タタ摩線延伸を促進すiる 1議員連盟」という。

(目  白勺)       r           ‐   1
第 2条 :こ の会はヽ関係市田丁村の議員の連携により(小田急多摩線の延伸

をイ足進しtも ちて近隣市町村の発展と住民福祉?“■に寄与す冷||を

目的とする。                :
(事 業)   |  ・

第 3条  この会ぃ、前条?目 的々導成するため、次の事業を行うと
(1)小田急多摩線延伸事業の促準運動に関する情報交換と連.携

(2)国都県みび関係機関に村する積極的な要望活動 |‐    i
(3)i広報活動その他目的達募に必要な事業

|      ●

(組 織)              |
第4条 とつ会はヽ 第2条の口申に質同する関係市町村の議会議員をもっ
て構成する。デ     .        I !
(役 員)     i:            i
第 5条  この会に次の役景を置く。   ・              

ヽ

(1)会 長   1:名
(2)会長代行  1名                ‐

(3)副会長 i  5名                    t i
(4)理 事  若干名 !   :            _
=(5)会 計   1名        ‐

(6)章 :査   2名              ・

(7)事務局長  1名                      ―

〈8)事務局   4名      十 :         i 、

2:筏員のと期は2年 とし、再任を妨けない。ただし、その職務 1ま後任者

|あ就任のとき:ま で行うもつとする。また1役員の任期中において選任に

変更かあつた場合は、その任期は前任者等の残任期間とする。 i  l
3 会長は、会務を総括する。  .
4 !会長代行は、会長が欠けたとき、会長1と事蘇があるとき、采は会長の

命を受けたときは、そ9職務を代行する。     !` i
5 菖J会長は、会長を補佐するs     i        t l
6 監査は、 この会の会計を監査する。   :           ‐
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7 事務局長はて会務を掌理する。
8 事務用は、事務局長を補佐する|。   i
(顧間1参与及び相静役)・

         (       ‐

第6余 tの会に顧間、参与及び相談役を置くことができる。
(事務局)               ,
第7条 ,こ の会に事務局を置く。
2 事務局は、会長の市吋村に置・くぅ ●       ●
3 :事務局は、第 3条に規定する事業?企画、享案等に関する事務を処速
すると                       ｀

.(経  費) 1 1      ,   `・
第8条 .こ の会あ経費は、会葺その他の収入をもちで元てると  '
2 会費は年額 2,OoO向 とするとたTし、今長が必要と認→ゃ際はⅢ増猿
′することができる。   「          :
3 この会の会計年度は、毎年 4月 1日 に始まり翌年 3月 31日 に終がb.但
しt平成 21年度においてはt平成

'1年

二月 4ョ ょり翌年
j月 31日

までとする。   '
(補 貝1)    ケ.・             i      ‐

第

'条

| この会則に定めるもああ1まか 警ヽ琴な事墳は別盤銘議 じモためる。
(附 則).   |  :ヽi l l  l      :    ― |
この会則は、平成21年 11月 r4日 1から施行する。「  !
(附 則) .        l i      、

■の会卿は、平成 22年 5'月
′
27日 から施行する。      i

(購 只1)i  ,   i    li       ,   上
こ心会員Jは、

｀
平成i乞4年i5月 ?J首 から施行する/。   . ―

(附 則)  i          ;・ i1       1 ・
この会則は、平成 26年 5月 15日か ら施行すると     生

|

(附 _買V)   ・  ・  i    i    .         ィ

こ?会則は、1平成28年 5月 27厠 から施行すると:
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小由急多摩線延伸を促進する議員連盟 顧問・参与名簿

軋 氏 名

1 願 問 衆議院議員 小 倉 簿 信 自由民主党

2 顧 間 衆議院議員 赤 間 二 郎 自由民主党

8 顧  問
法務副大臣

衆議院議員
義 家 弘 介 自由民主党

4 顧 問 衆議院議員 フォーラム

5 顧 間 衆議院議員 伊 藤 俊 輔 フオー ム

顧  問 参議院議員 小
｀

'IIを

文 夫 無所属
―

顧 問 参議院議員 中 川 雅 洛 自由民主党

顧 問 参議院議員 朝 日 健太郎 増由民主党

顧  間 参議院議員 日本維新の会

10 顧  間 参議院議員 牧 山 ひろえ 立憲 t国民.新緑風会 `社民

11 顧  問 参議院議員 真 山 勇 一 立憲 i国民.新線風会 :社長

顧 間 参議院議員 三原 じゆ々 子 自由民主党

13 顧  問 参議院議員 中 西 健 始 自由民主党

14 願  聞 参議院議員 島 村  大 自由民主党 |(

15 顧  問 文部科学大耳募務官
: 参議院議員

佐 木々 さやか 公明党

顧 問 参議院議員 公明党

17 顧 間 参議院議員 公明党

参 与 東京都議会議長 石 川 良 ∵ 都民フア■ストあ会 東京都議団

参 与 東京都
~議
会諄

都議 公萌党

２。

，

参 与 東京都議会議員 東京都議会百由民主党

21 参 与 東京都議会議員 斉 藤 れいな 無所腐 東京みらい

参 与 東京著卜議会議員 無所属 東京みらぃ

23 参 与 神奈川県議会議員 自由民主党斡荼ォ暉県議会議員団

参 与
°

神奈川県議会議員 佐々木 正 行 公明党神奈川県議会議員団

参 与 神奈,11県議会議員 長 友 克 洋
がわ フォィラふ

26 参 与 神奈川県議会議員
ク ラ

27 参 与 神奈川県議会議員 河 本 文 雄 自由民主党神奈川県議会議員団

28 参 与 神奈川東議会議員 細「谷 政 幸 自由民主党神奈川県議会議員回

29 参 与
'神
奈川県議会議員 県政会神奈川県議会議員椰

参 与 神奈川県議会議員 山 口 貴 裕 自由民主党神奈〕I県議会議員団

31 参 与 神奈川県議会議員 京 島 圭 子
フォーフム

32 参 与 神奈川県議会議員 .

38 参・与 神奈川県議会議員 山 口 美津夫 自苫民主党神奈,il票議会議員団

34 参 与 神奈川県議会議員 佐 藤 圭 介
フオーラム



小田急多摩線延伸を促進する議員連盟 会員名簿
血 :職 名 氏 名 「会 派

1 町田市議会議長 熊 沢 礼 塁 自由民主党

2 町田市議会副議長 奥   栄 ― 公明党

3 町田市議会議員 大 西 宣 也 保守の会

4 町田市議会議員 吉 田  勉 保守の会

5 町田市議会議員 長 村 敏 明 自由民主党

町田市議会議員 佐 藤 伸一郎 自由民主党

町田市議会議員 藤 日  学 自由民主党

8 町田市議会議員 若 林 章 喜 自由民主党

9 町田市議会議員 新 井 克 尚 諸派

10 町田市議会議員 三遊亭:ら ん丈 自由民主党

11 町田市議会議員 ` 岩 瀬 和 子 自由民主労

12 町田市議会議員 山 下 哲 也 公明党

13 町田市議会議員 戸 塚 正 人 まちだ市民クラブ

14 町田市議会議員 松 岡 みゆき 自由民主党

15 町日市議会議員 佐 藤 和 彦 まちだ市民クラブ

16 町田市議会議員 渡 辺 厳太郎 自由民主弟

17 町田市議会議員 自 川 哲 也 保守の会

18 町田市議会議員 森 本 誠 也 まちだ市民クラブ

19 町田市議会議員 石 デH好 忠 自由民主党

20 町田市議会議員 智 田 伸 也 まちだ市民クラブ

21 町田市議会議員 松‐事 祐.巳 ナ
!公
明党

22 町田市議会議員 本目田 英 男 自由民主党

23 町田市議会議員 小 関 重太郎 ` 保守の会

24 町田市議会議員 深 沢 宏 文 保守の会

25 町田市議会議員 斉 藤 勝 広 公明党

26 町田市議会議員 星   大 輔 自由民主党

27 相模原市議会議長 石 デH将 誠 自由民主党相媒原市議苗

28 相模原市議会副議長 森  繁 之 市民民主クラブ

29 相模原市議会議員 金 子 豊貴男 市民民主クラブ

30 相模原市議会議員 松 永 千賀子 日本共産党相模原市議団

31 相模原市議会議員 加 藤 明 徳 公明党相模原市議団

32 相模原市議会議員 須 田  毅 自由民主党相模原市議団

33 相模原市議会議員 大 沢 洋 子 市民民主クラブ

34 相模原市議会議員 中 村 昌 治 自由民主党相模原市議団

35 相模原市議会議員 阿 部 善 博 自由民主党相模原市議商

36 相模原市議会議員 長谷デII くみ子 颯爽の会

37 相模原市議会議員 小野沢 耕 ― 自由民主党相模原市議団

38 相模原市議会議員 栗 原   大 市民民主クラプ

39 相模原市議会議員 寺 田 弘 子 自由民主党相模原市議団

40 相模原市議会議員 颯爽の会

41 相模原市議会議員 古 内 明 自由民主党相模原市議団

42 相模原市議会議員 小 池 義 和 市民民主クラブ



小田急多摩線延仲を促進する議員連盟:会員名簿

血 氏i名 会 派

43 相模原市議会議員 桜 井 はるな 市民民主″ラブ

軽 相模床市議会議員 小 野   弘 自由民主党相模原市議団

45 相模原市議会議員 大 崎 秀 治 公明党相模原市議団

46 相模原市議会議員 久保田 浩 孝 公明党相模原市議団

47 相模原市議会議員
「
西 家 克 己 公明党相模原市議団

48 相模原市議会議員 関 標 洋吾郎 市民民主クラブ

49 相模原市議会議員 白 井 貴 彦 市民民主クラブ

50 相模原市議会議員 五十嵐 千 代 颯爽の会

51 相模原市議会議員 鈴 木 秀 成 市民民主クラブ

52 小 田 貴
I久

市民民主クラブ

53 施模原市議会議員 大
1槻
和 弘 自由民主党相模原市議団

54 相模原市議会議員 後 田 博 美 公明党相模原市議団

55 相模原市議会議員 渡 部 俊 明 自由民主党相模原市議回

相模原市議会議員 石 ,‖ 達 市民民主クラブ

57 箱模涼希議会議員 南 波 秀 樹 公明党相模原市議団

58 相模原市議会議員 日本共産党相模原市議団

5' 1相模原市議会議員 無所属

60 相模原市議会議員 田 所 健太郎 日米共産党滴模原市議団

61 相模原市議会議員 服 部 裕 明 自由民主党相模原市議団

62 相模原市議会議員 自由民主党相模原市議団

相模原市議会議員 布 施 初 子 自由民主党相模原市議ロ

64 相模原市議会議員 岡 本 浩 三 公明党網模床市議団

65 相模原市議会議員 秋 本   仁 自由民主党相模原市議団

相模原市議会議員 自由良主党相漢原市議団

67 相模原市議会議員 公明党相模庶市議団

681 相模原市議会議員 折 笠 王 ‐治 自由民華党押模原市議団

69 相模原市議会議員 三 須 城太郎 帝良良主クラブ

70 相模原市議会議員 榎1本 揚 助 i無所属

71 相模原市議会議員 日本共産党相模療市議苗

72 相模原市議会議員 仁 科 なつ美 帝良良差歩ラブ

73 厚木市議会議長 寺 岡 まゆみ 公明党

74 厚木市議会副議長 井 上   武 ネク不卜あつぎ

75 厚本市議会議員 松 田
‐
貝1康 あつぎみらい

厚木市議会議員 石 井 芳 隆 きずな

厚本市議会議員 公明熊

78 厚本市議会議員 川 口  仁 公明党

79 厚木市議会議員 神 子 韮 八 赤クストあつゞ
・

80 厚木市議会議員 粟′山 香代子 日本共産党

厚本市議会議員 名 七刀 文 梨 ,あつぎの会

82 厚木市議会議員 哉一達
一

・波・難 ネクストあうざ

83 厚木市議会議員 松 本 樹 影 きずな

84 厚木市議会議員 暮。,覺 貞 雄 あ?,ぎみらい



醜 職 名 氏 名

85 厚木市議会議員 井 上 敏 夫 あつぎの会

86 厚木市議会議員 遠 藤 浩 エ 公明党

87 厚木市議会議員 瀧 口 慎太郎 ネクストあっぎ

88 厚木市議会議員 新 井 啓 司 きずな

89 厚木市議会議員 高 橋  豊 ネクストあっぎ

90 厚木市議会議員 田 口 孝 男 ネタストあっぎ

91 厚木市議会議員 山 崎 由 枝 公明党

92 厚木市議会議員 高 橋 知 己 新政あつぎ

93 厚木市議会議員 望 月 真 実 新政あつぎ

94 厚本市議会議員 三 橋 文 男 ネクストあっぎ

95 厚ホ市議会議員 高 村 真 和 新政あつぎ
96 厚木市議会議員 池 田 博 英 日本共産党

97 厚木市議会議員 後 藤 由紀子 無所属

98 厚木市議会議員 奈 良 直 史 ネクストあつぎ

99 愛川町議会議長 馬
′
場   司 あいかわの聟

100 愛川町議会副議長 井 上 博 明 日本共産党愛川町議員団

101 愛川町議会議員 小 島 総一郎 無所属

102 豪川町議会議員 小 林 敬 子 日本共産党愛川町議員団

103 愛川町議会議員 、山 中 T樹 あいかわの群
104 愛川町議会議員 井 出 一 己 公明党

105 愛川町議会議員 佐 藤   茂 無所属

106 愛川町議会議員 渡 辺   基 あいかわの彗

107 愛川町議会議員 木 下 員樹子 あいかわの聾

108 愛川町議会議員 佐 藤 り え 公明覚

愛川町議会議員 熊 坂 崇 徳 あいかわの聟

110 愛川町議会議員 玉 利 : 優 あいかわの聟

111 愛川町議会議員 鈴 .本 信 一 日本共産党愛川町議員団

112 愛川町議会議員 岸 上 敦 子 公明党

113 愛川町議会議員 阿 部 隆 之 あいかわの露

114 愛川町議会議員 茅   孝 之 みいかわの聾
115 清川村議会議長 岩 澤 敏 雄 無′

~斤

属

116 清川村議会副議長 細 野!洋 一 無所属

清川村議会議員 藩 田 義 友 日本共産党

118 清川村議会議員 川 瀬 正 行 無所属

119 清川村議会議員 山 本 雅 彦 無所属

120 清川村議会議員 笹 原 和 織 無所属

121 清川村議会議員 山 口  進 無所属

122 清川村議会議員 城 所 実 樹 無所属

123 清川村議会議員 細 野 賢 一 無所属
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-33-


